
　寛永13（1636）年の夏、ある日のことである。奥州伊達家の重臣片倉小十郎の
御領内、逆戸村、現在の大鷹沢の「八枚田」にて、父佐藤与

よ

太
た

郎
ろう

、娘まち、その
妹そのの親子３人が、田の草取りをしていたところに、片倉家剣術指南役志

し

賀
が

団
だん

七
しち

が通りかかり、折り悪く娘の投げた草の泥が団七にかかったのである。おそれ
多いことと、父与太郎はひれ伏して何度も何度も謝ったが、勘弁ならぬと父を手
打ちにした。娘２人は命からがら逃げ帰ったが、病弱だった母は力を落とし、他
界してしまった。姉妹は両親の葬儀を何とか済ませ、江戸へと旅だった。
　江戸で姉妹は当代一といわれた由

ゆ

井
い

正
しょう

雪
せつ

の道場へ。由井正雪は姉妹の身の上を
聞き感心し、姉を宮城野、妹は信夫と名付け、表向きは女中見習いということな
がら、朝に晩に、姉に鎖

くさり

鎌
がま

、妹には長刀を修めさせた。
　５年の修行を積み、いよいよ時来たりて、姉妹は正雪から片倉公への書状を携
え、兄弟子３人とともに白石へ戻り、片倉小十郎公のもとへ仇討ちを願い出た。
　幕府から仇討ちの許しを得た、宮

みや

城
ぎ

野
の

と信
しの

夫
ぶ

は、白石川六本松河原で志賀団七
と切り結ぶ。腕に覚えのある団七なれば容易にはいかぬところ、姉妹で力を合わ
せ、やがて何とか切りつけて、団七の首を切り落とす。
　時に寛永17（1640）年、天晴れ思いを遂げた。しかし、父の無念は晴らせども、
亡父母の帰るはずもなく、また団七を討ったとして決してうれしからず。今は、
両親そして不幸な出会いの御家臣の菩提を弔うべくと、姉妹は髪を下ろし出家し
て白石を離れ、やがて鎌倉の尼寺に至りしという。

白
石
の
魅
力
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
！

「
白
石
噺
観
光
ツ
ア
ー
」

　

5
月
５
日
、「
第
55
回
全
日
本
こ

け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
を
記
念

し
、
さ
ら
に
白
石
の
魅
力
を
観
光
客

に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、「
白
石
噺
観
光

ツ
ア
ー
」
を
市
が
開
催
し
た
。
ツ

ア
ー
に
は
市
内
外
か
ら
約
20
人
が
参

加
。
こ
の
日
は
、
与
太
郎
と
娘
２
人

が
草
取
り
を
し
て
い
た
田
ん
ぼ
「
八

枚
田
」
や
、
与
太
郎
が
膝
を
折
っ
て

謝
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

「
膝
折
橋
」、
宮
城
野
、
信
夫
を
祀
る

た
め
に
建
て
ら
れ
た
「
孝
子
堂
」、

姉
妹
が
仇
討
ち
を
果
た
し
た
「
白
石

河
原（
仇
討
ち
の
碑
）」、「
白
石
噺
」

に
縁
が
深
く
、
仇
討
ち
に
関
す
る
資

料
を
所
蔵
す
る
「
専
念
寺
」
を
、
専

念
寺
の
徳と
く

力り
き

祐ゆ
う

弘こ
う

副
住
職
な
ど
が
案

内
し
た
。
参
加
者
は
、
徳
力
副
住
職

か
ら
、「
白
石
噺
」
ゆ
か
り
の
地
や
、

ゆ
か
り
の
品
の
説
明
を
受
け
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

4_ツアーの案内役を務めた「専念寺」の徳力祐弘副住職　5_専念寺所蔵の「仇討綿絵」　6_浄土真宗　本願寺派「高徳山専念寺」。片倉家御家
中の寺で、今に400年の歴史を刻む。専念寺開

かい

基
き

の道
どう

願
がん

和尚は、初代片倉小十郎景綱に仕え、片倉公出陣に際して戦場まで付き従ったとい
われ、片倉公によって白石城の真東に建立された。宮城野・信夫（佐藤まち・その）は、道願和尚に従った寺侍・佐藤家につながる

1_「奥州白石噺」や「碁太平記白石噺」など、浄瑠璃や歌舞伎で知られている宮城野・信夫姉妹を祀った「孝子堂」。参道の中腹にある石碑の「孝子堂」
の文字は、明治を代表する文筆家徳

とく

富
とみ

蘇
そ

峰
ほう

の書跡　2_「八枚田」。「膝折橋」も近くにある。また、土
ど

井
い

晩
ばん

翠
すい

の「郷の生める宮城野信夫かんばしき孝女の誉
千代に朽ちせず」の詩碑も建っている　3_姉妹が仇討ちを果たした場所に建つ「白石河原（仇討ちの碑：福岡蔵本六本松）」
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7･8_大鷹沢小「団七踊り」。３年生は、専念寺を訪問し、宮城野・信夫を調べ、孝子堂などを見学。４年生は、６年生から踊りの指導を受け、「団七
踊り引継式」で初めて踊りを披露。５・６年生は学習発表会で、保護者と地域の方々に伝統の踊りを披露している　9･10_「白石市民謡民舞保存研究会」
の演舞　11_講談師の神田織音さんの講談　12_白石に足を運び「姉妹白石仇討記」を描いた山口さん　13_日本杖道会仙台支部の演武

「
白
石
噺
フ
ェ
ス
タ
」

「
白
石
噺
」
に
思
い
を
馳
せ
る

　

こ
の
日
は
、
ツ
ア
ー
の
後
、「
奥

州
白
石
噺
フ
ェ
ス
タ
」
が
ホ
ワ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
フ
ェ
ス

タ
に
は
、
ツ
ア
ー
参
加
者
を
含
め

３
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
、
昭
和
60
年
か
ら
地

域
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
団
七
踊

り
」
を
代
々
引
き
継
い
で
い
る
大
鷹

沢
小
の
５
・
６
年
生
の
児
童
の
「
団

七
踊
り
」
で
開
幕
。
ま
た
、
専
念
寺

の
徳
力
副
住
職
は
、
専
念
寺
と
「
白

石
噺
」
の
縁
や
、
歌
舞
伎
の
「
白
石

噺
」、
江
戸
時
代
の
仇
討
ち
の
意
味

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

次
に
、
昭
和
48
年
に
、
片
倉
家
第

15
代
当
主
・
片か
た

倉く
ら

信の
ぶ

光み
つ

さ
ん
の
紹
介

で
、
和
歌
山
市
の
「
岡
崎
団
七
踊
り

保
存
会
」
か
ら
指
導
を
受
け
、
昭
和

60
年
か
ら
大
鷹
沢
小
で
「
団
七
踊
り
」

を
指
導
し
て
い
る
「
白
石
市
民
謡
民

舞
保
存
研
究
会
」
が
演
舞
を
披
露
。

神し
ん

道と
う

夢む

想そ
う

流り
ゅ
う

を
中
心
に
剣
術
・
鎖
鎌

術
・
十
手
術
な
ど
の
各
種
古
流
武
道

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
「
日
本
杖じ
ょ
う

道ど
う

会
仙
台
支
部
」
が
、
由
井
正
雪
の
流

れ
を
く
む
鎌
と
分
銅
を
鎖
で
結
ん
だ

鎖
鎌
と
太た

刀ち（
木
刀
）で
行
う
形
武
道

「
一
心
流
鎖
鎌
術
」の
演
武
を
披
露
し
た
。

　

続
い
て
、
白
石
に
伝
わ
る
「
白
石

女
敵
討
」
を
元
に
講
談
を
描
い
た
歴

史
ラ
イ
タ
ー
で
演
芸
作
家
の
山や
ま

口ぐ
ち

則の
り

彦ひ
こ

さ
ん
と
、
平
成
23
年
に
真
打
ち
に

昇
進
、
新
作
か
ら
古
典
ま
で
幅
広
い

芸
域
を
持
つ
講
談
師
の
神か
ん

田だ

織お
り

音ね

さ

ん
が
、
講
談
で
使
用
さ
れ
る
道
具
、

講
談
と
落
語
の
違
い
や
歴
史
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　

２
人
は
、
講
談
は
も
と
も
と
、
軍

記
も
の
や
政
治
の
話
を
民
衆
に
話
し

て
聞
か
せ
る
話
芸
で
、
注
目
を
集
め

る
た
め
張
扇
と
拍
子
木
で
拍
子
を

取
っ
て
耳
を
傾
け
さ
せ
、
軒の
き

下し
た

で
話

を
し
て
い
た
が
、
屋
根
が
つ
き
、
風

よ
け
が
つ
き
、
寄
席
が
誕
生
。
偉
い

徳
川
家
の
話
を
、
民
衆
と
同
じ
目
線

で
話
す
の
は
申
し
訳
な
い
と
、
台
を

積
ん
で
少
し
高
い
目
線
か
ら
読
み
聞

か
せ
、
民
衆
に
語
る
話
芸
へ
と
成
長

し
た
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
全
国
に
数
あ
る

仇
討
ち
話
の
中
で
も
、
身
分
の
低
い

女
性
が
侍
を
討
つ
「
白
石
女
敵
討
」

に
興
味
が
沸
き
、
昨
年
白
石
に
足
を

運
び
、
こ
の
話
に
ゆ
か
り
の
あ
る
専

念
寺
な
ど
を
訪
れ
、
山
口
さ
ん
が
描

い
た
「
姉
妹
白
石
仇
討
記
」
を
、
神

田
さ
ん
が
披
露
。
見
事
仇
討
ち
を
遂

げ
る
シ
ー
ン
で
は
、
涙
を
ぬ
ぐ
う
人

な
ど
も
い
た
。

　

参
加
者
は
、「
遠
い
過
去
に
思
い

を
馳は

せ
た
り
、
歩
い
た
り
。
新
鮮
な

驚
き
と
、う
れ
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
守
り
続
け
て
い

る
人
た
ち
の
言
葉
は
、
今
も
白
石
に

確
か
に
息
づ
く
息
吹
を
感
じ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。
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